


    悩み

     代替医療の指導者から抗がん剤等を否定され、どうしたらよいか自分で判断しなければならずつらかった。 


    助言

    
              【一般的ながん治療をまずきちんと受けましょう】




  
  まずお伝えしたいのは、代替療法には、一般的ながん治療（手術療法、化学療法、放射線療法）のように、がんを治したり、がんの進行を抑えたりする効果は期待できない、ということです。
代替療法の中には、新聞や雑誌に大きな広告を出し、すばらしい効果を持っているかのように宣伝されているものもあります。
しかし、科学的に厳密に行われた研究によって、代替療法が一般的ながん治療よりも効果があると証明されたことは、これまでにありません。試験管内での実験や動物実験で確認しただけで、人に対しても有効的であるかのような紹介のされ方をすることがありますが、人に対する効果はあくまでも人を対象にする臨床試験でしか分からないのです。
代替療法は、一般的な治療を受けることを前提として使うのであれば、あなたの『こころの支え』として役に立つこともあると思います。
しかし、一般的ながん治療を否定するような代替療法は、あなたの体にとって何が本当によいのか考えるのであれば、避けた方が賢明です。


  




              【抗がん剤と代替療法の間で悩んだら】




  
  もしあなたが、抗がん剤治療に伴う副作用が心配で、代替療法に魅力を感じているのであれば、もう一度、考え直してください。
確かに、抗がん剤治療には副作用が伴います。しかし、それでも担当医があなたにその治療を勧めるのは、延命や治療後の症状の改善など、その副作用に見合うだけの利益をあなたが得られる見込みがあるからなのです。
そして、抗がん剤治療は、がんを抑える効果の点だけでなく、副作用対策という点でも、飛躍的な進歩を遂げています。
抗がん剤治療の副作用が心配な時には、一人で悩まず、どんな副作用が予想されるか、それに対してどんな対応が準備されているのか、医師、看護師、薬剤師などに聞いてみましょう。


  





  
  [image: 挿絵]

  




              【担当医や相談員に相談してみましょう】




  
  あなたの気持ちが健康食品と抗がん剤治療の間で揺れているのは、なぜでしょうか。
抗がん剤治療に対する心配、病気の進行に対する不安、痛みなどの体のつらさ、といった悩みが、その気持ちの背景にあるのではないでしょうか。
もしそうなのであれば、まず、担当医に相談してみてください。
きちんと相談することで、担当医の方からあなたの悩みを解決するための方法を示してくれるのであれば、それにまさることはありません。
もし、いきなり担当医に話をするのがどうしても敷居が高いように感じるのであれば、おかかりの医療機関（病院など）の相談室やがん診療連携拠点病院の相談支援センターにいる相談員に相談してみるとよいでしょう。
看護師やソーシャルワーカーが務める相談員には、守秘義務があります。あなたが話した内容が外にもれてしまうようなことは決してありません。
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